
＜ 夏の終わりに、牛久自然観察の森を歩く ～ ⑤ カマキリ ＞

９/２、夏の終わりに歩いた牛久自然観察の森。今回は、カマキリの仲間です。
な か ま

観察舎のハギの枝にかくれて、オオカマキリが獲物を待ちぶせしていました。花にやってくるチョ
かんさつしゃ えだ え も の

ウやハチなどをねらっているのでしょう。パッと見ただけでは気がつきませんね。

「ノウサギの丘」には褐 色 型のコカマキリが、梅林のまだ背の低いネムノキにはハラビロカマキ
かっしょくがた ばいりん せ

リがいました。どちらも、動かなければ気づかないほど周りの景色にとけこんでいました。また、カ
まわ け し き

マキリはハンターで、生き

たえさしか食べないといわ

れますが、竹ぐしに刺した
さ

刺身などを目の前で動かす
さ し み

と食べることや、水をよく

飲むこと、ヨーグルトなど

も食べることを小学３年生

がコカマキリで確かめてい
たし

ます

(

https://www.shizecon.net/aw

ard/detail.html?id=373)。
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ハギの枝にまぎれて獲物を待ちぶせするオオカマキリ。
えだ えもの

褐 色 型のコカマキリ（左）と、お腹が太く見えるハラビロカマキリ（右）。
かっしょくがた なか


